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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第35期
第１四半期
連結累計期間

第36期
第１四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日

自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日

自 平成26年９月１日
至 平成27年８月31日

売上高 (千円) 3,371,031 3,848,502 14,415,229

経常利益 (千円) 166,260 327,489 892,109

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 99,926 220,987 605,503

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 111,769 217,399 590,943

純資産額 (千円) 6,670,335 7,185,577 7,088,580

総資産額 (千円) 16,757,281 16,770,131 17,266,094

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.41 18.31 50.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 8.37 18.25 50.00

自己資本比率 (％) 38.8 42.8 40.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の連結子会

社）が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期（平成27年９月１日～平成27年11月30日）におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境に改善が

見られるなど緩やかな回復基調が続きました。一方、中国をはじめとする海外景気の下振れなどが国内経済を下押

しする懸念要因となっております。

　当社グループが属する健康食品業界は、高齢者人口の増加と消費者の健康維持・増進、美容・アンチエイジング

に対する意識の高さから、今後とも潜在需要は引き続き堅調に推移するものと思われます。しかしながら、企業間

の競争は、広告投入による顧客獲得競争や価格競争の面で一段と激しさを増しており、厳しい経営環境が続いてお

ります。

　このような状況の下、当社グループの基幹事業であるＯＥＭ部門では、青汁やスムージーなど一般食品寄りの商

品が好調に推移し、同部門の売上高が前年同期比17.5％増となったほか、競合激化などにより近年苦戦を強いられ

ていた通信販売部門・卸販売部門・店舗販売部門においても、前年同期の売上高を上回ったことから、当第１四半

期の連結売上高は3,848百万円（前年同期比14.2％増）となりました。損益については、増収による売上総利益の

増加が影響し、営業利益は344百万円（前年同期比98.6％増）、経常利益は327百万円（前年同期比97.0％増）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は220百万円（前年同期比121.1％増）となりました。　

 

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 

①ヘルスケア事業

・ＯＥＭ部門

　前期に続き、青汁やスムージーなど一般食品寄りの商品が好調に推移したことに加え、ソフトカプセルや打錠品

が安定的に売上を伸ばし、売上高は前年同期比17.5％増となりました。

　重要課題である人材の育成については、徐々にではありますが着実に進んでおります。

 

・海外部門

　アジア地域を主な取引先とする当部門は、シンガポールにおいてアイケア商材が好調に推移いたしました。ま

た、イスラム圏であるインドネシア、マレーシアなどの顧客開拓に努めましたが、既存取引先への売上タイミング

のずれが影響し、当部門の売上高は前年同期を下回る結果となりました。

 

・通信販売部門

　引き続きインターネット販売において『葉酸サプリ』が堅調に推移いたしました。また、本年１月のポイント

サービス変更を前に、保有ポイントの利用に伴う受注が増加し、当部門の売上高は前年同期を上回る結果となりま

した。
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・卸販売部門

　インバウンド商材および中国やベトナムへ販売を行う国内外の企業からの受注が伸長いたしました。また、スー

パーフードのブーム商品「ホワイトチアシード」も好調な売れ行きにより、売上高は前年同期を上回る結果となり

ました。

 

・店舗販売部門

　当部門は、“百貨店における店舗販売”“百貨店外商部との協同販売”“百貨店とタイアップした通信販売”の

３つを主要な販路としております。

　前期に続き、百貨店外商部、店舗において健康食品の定期購入・頒布会を積極的に提案し、優良顧客の囲い込み

による収益の拡大と安定化に努めました。また、主に中国人観光客へ向けた広告を強化し店舗へ誘導するととも

に、店舗では多言語のＰＯＰ、チラシなどインバウンドに対応した販促物の充実を図りました。その結果、売上高

は前年同期を上回りました。

 

　以上の結果、ヘルスケア事業の業績は、売上高3,538百万円（前年同期比16.1％増）、営業利益432百万円（前年

同期比67.0％増）（全社費用調整前）となりました。

 

②医薬品事業

　医薬品市場は、大別して医師の処方箋に基づき病院・診療所、調剤薬局で購入する医療用医薬品市場と、医師の

処方箋が要らず、ドラッグストアで購入する一般用医薬品市場に分けられます。

 医療用医薬品事業は、主力の製造承認を取得した医療用漢方製剤40品目について、医師、薬剤師及び医薬品卸の

営業担当者に対して、品質・安全性の確保に対する取り組みのほか、同業他社の製品と比べ効能効果の同等性が極

めて高いこと及び患者さんの経済的負担（医療費の自己負担）が小さいことなどを説明してきました。

　また、一般用医薬品事業についても、積極的な営業活動及び販売促進活動などを行いましたが、不採算店舗の閉

鎖などが影響し、医薬品事業の売上高は309百万円（前年同期比4.2％減）、営業利益は18百万円（前年同期比

42.7%減）（全社費用調整前）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

①流動資産

当第１四半期連結会計期間末における流動資産合計は、前連結会計年度末に比べ508百万円減少し、8,455百万円

となりました。この減少要因は主として、有利子負債の返済を進めたことなどにより現金及び預金が276百万円減

少したほか、流動資産のその他が139百万円、受取手形及び売掛金が110百万円減少したことによるものでありま

す。

 

②固定資産

当第１四半期連結会計期間末における固定資産合計は、前連結会計年度末に比べ12百万円増加し、8,314百万円

となりました。この増加要因は主として、償却により有形固定資産が36百万円減少した反面、無形固定資産のその

他が31百万円、投資その他の資産のその他が17百万円増加したことによるものであります。

 

③流動負債

当第１四半期連結会計期間末における流動負債合計は、前連結会計年度末に比べ377百万円減少し、6,433百万円

となりました。この減少要因は主として、流動負債のその他が64百万円増加した反面、支払手形及び買掛金が335

百万円、未払法人税等が138百万円減少したことによるものであります。
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④固定負債

当第１四半期連結会計期間末における固定負債合計は、前連結会計年度末に比べ215百万円減少し、3,150百万円

となりました。この減少要因は主として、返済により長期借入金が224百万円減少したことによるものでありま

す。

 

⑤純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ96百万円増加し、7,185百万円と

なりました。この増加要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が100百万円増加した

ことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は28,640千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,576,000

計 30,576,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,189,720 12,189,720
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 12,189,720 12,189,720 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月１日～
平成27年11月30日

― 12,189,720 ― 1,405,498 ― 1,482,684
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成27年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　144,700

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,044,300 120,443 ―

単元未満株式 普通株式 　 　720 ― ―

発行済株式総数 　　     12,189,720 ― ―

総株主の議決権 ― 120,443 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成27年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社ＡＦＣ－ＨＤ

アムスライフサイエンス

静岡県静岡市駿河区

豊田三丁目６番36号
144,700 ― 144,700 1.19

計 ― 144,700 ― 144,700 1.19
 

 

２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年９月１日から平成

27年11月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年９月１日から平成27年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,038,864 3,762,074

  受取手形及び売掛金 2,089,549 1,979,262

  商品及び製品 928,249 945,759

  仕掛品 627,026 728,597

  原材料及び貯蔵品 889,158 787,976

  その他 396,062 256,188

  貸倒引当金 △5,248 △4,408

  流動資産合計 8,963,664 8,455,452

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,854,698 2,806,550

   土地 4,243,457 4,243,457

   その他（純額） 709,107 721,059

   有形固定資産合計 7,807,263 7,771,067

  無形固定資産   

   のれん 5,101 4,846

   その他 47,211 78,776

   無形固定資産合計 52,313 83,623

  投資その他の資産   

   その他 471,797 488,931

   貸倒引当金 △28,943 △28,943

   投資その他の資産合計 442,854 459,988

  固定資産合計 8,302,430 8,314,679

 資産合計 17,266,094 16,770,131

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,199,227 1,863,824

  短期借入金 2,979,149 2,976,681

  未払法人税等 245,223 106,513

  賞与引当金 93,700 138,420

  ポイント引当金 41,000 31,000

  その他 1,253,331 1,317,387

  流動負債合計 6,811,631 6,433,826

 固定負債   

  長期借入金 2,257,454 2,032,568

  役員退職慰労引当金 364,545 369,141

  退職給付に係る負債 223,684 230,963

  負ののれん 3,379 3,238

  その他 516,819 514,816

  固定負債合計 3,365,882 3,150,728

 負債合計 10,177,514 9,584,554
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,405,498 1,405,498

  資本剰余金 1,473,171 1,470,444

  利益剰余金 4,263,957 4,364,494

  自己株式 △105,937 △70,870

  株主資本合計 7,036,690 7,169,567

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,622 4,297

  その他の包括利益累計額合計 4,622 4,297

 新株予約権 43,550 11,258

 非支配株主持分 3,716 453

 純資産合計 7,088,580 7,185,577

負債純資産合計 17,266,094 16,770,131
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
　至 平成26年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成27年11月30日)

売上高 3,371,031 3,848,502

売上原価 2,361,939 2,664,868

売上総利益 1,009,091 1,183,633

販売費及び一般管理費 835,487 838,794

営業利益 173,604 344,838

営業外収益   

 受取利息 27 29

 受取配当金 12,811 231

 受取賃貸料 4,914 4,792

 負ののれん償却額 140 140

 その他 3,450 2,410

 営業外収益合計 21,344 7,605

営業外費用   

 支払利息 25,011 21,516

 その他 3,676 3,438

 営業外費用合計 28,688 24,954

経常利益 166,260 327,489

特別利益   

 投資有価証券売却益 1,127 2,544

 特別利益合計 1,127 2,544

特別損失   

 固定資産除却損 177 11,026

 投資有価証券売却損 － 1,377

 特別損失合計 177 12,404

税金等調整前四半期純利益 167,209 317,628

法人税、住民税及び事業税 97,280 93,981

法人税等調整額 △28,791 5,923

法人税等合計 68,489 99,904

四半期純利益 98,720 217,724

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,206 △3,263

親会社株主に帰属する四半期純利益 99,926 220,987
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
　至 平成26年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成27年11月30日)

四半期純利益 98,720 217,724

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 13,049 △324

 その他の包括利益合計 13,049 △324

四半期包括利益 111,769 217,399

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 112,976 220,662

 非支配株主に係る四半期包括利益 △1,206 △3,263
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期

間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

   　手形割引高

 
前連結会計年度
(平成27年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

受取手形割引高 82,606千円 95,132千円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日)

減価償却費 106,800千円 92,723千円

のれんの償却額 7,374千円 114千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年９月１日 至 平成26年11月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月26日
定時株主総会

普通株式 59,389 5 平成26年８月31日 平成26年11月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間(自 平成27年９月１日 至 平成27年11月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月25日
定時株主総会

普通株式 120,450 10 平成27年８月31日 平成27年11月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年９月１日 至 平成26年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

ヘルスケア事業 医薬品事業

売上高    

  外部顧客への売上高 3,047,649 323,382 3,371,031

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － －

計 3,047,649 323,382 3,371,031

セグメント利益 258,775 31,450 290,225
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 290,225

全社費用(注) △116,621

四半期連結損益計算書の営業利益 173,604
 

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年９月１日 至 平成27年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

ヘルスケア事業 医薬品事業

売上高    

  外部顧客への売上高 3,538,544 309,957 3,848,502

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － －

計 3,538,544 309,957 3,848,502

セグメント利益 432,243 18,033 450,276
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 450,276

全社費用(注) △105,437

四半期連結損益計算書の営業利益 344,838
 

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成27年11月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 8円41銭 18円31銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 99,926 220,987

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

99,926 220,987

    普通株式の期中平均株式数(株) 11,877,981 12,066,797

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 8円37銭 18円25銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

   普通株式増加数(株) 64,352 43,279

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

 

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成28年１月13日
 

 

株式会社ＡＦＣ-ＨＤアムスライフサイエンス

　　取　締　役　会　御　中
 

 

 

有限責任監査法人　ト ー マ ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　向　　　　 眞　生　　㊞

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　大　須　賀 壮　人 　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＡＦＣ-

ＨＤアムスライフサイエンスの平成27年9月1日から平成28年8月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平

成27年9月1日から平成27年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年9月1日から平成27年11月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＡＦＣ-ＨＤアムスライフサイエンス及び連結子会社の平

成27年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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